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1日程：2月1日（日）

開催時間：12時～16時
（開場 11時予定）

 場所：サイエンスホール
 地下鉄東西線・半蔵門線　
 九段下駅徒歩7分
 http://www.jsf.or.jp/map/

入場料：無料　定員：400名

主催者：NPOカタリバ
協力：NPO教育支援協会
運営協力：株式会社ハッピーシード

※イベント終了後、ゲストを交えた
懇親会を開催いたします。
■場所　サイエンスホール　
　　　　　 B1レストラン
（イベント開催場所と同じ建物になります）

■時間　16:30－18:30
■懇親会費:学生 3000円　社会人 4000円

大人のカタリバspecialイベント 

豪華ゲスト陣

学生・若者４００人が東京に集結

豪華パネリスト陣と学生・若者代表
の熱いトークがくりひろげられる

お申込はこちらの　
QRコードから　

今、東京で若者が４００人が集まったら、　　
　　　　　　　　　　　

プログラム
■パネリストの討論会
■学生・若者代表とパネリストのディスカッション
■質疑応答

入場
無料

“政治なんてつまらない”
“格差社会なんて、自分にはピンと来ない”

若者たちの、そんな状況を打破するため、
元文部科学省の寺脇研氏が立ち上がり、
学生の知的好奇心にとことん応え、
ホンキで主張をぶつけられる
ディスカッションの場を用意しました。

ニホンの将来は、あなたの将来。
就職も教育も、あなたがこれから通る道。

国を動かす政治家たちに、
「いま、ここ」にいる私たちの
等身大の願いが伝われば、
あなたのWANTがニホンの未来に、
もう少しだけリンクする。

思いっきり、大人にぶつかれ。叫べ。憤れ。

意外なほどワクワクする『この国の仕組みづくり』を、
４００人の仲間と一緒に考えるチャンスが、ここにあります。

寺脇研
宮台真司
廣岡守穂
吉田俊実
山口二郎

早野透
山田厚史
川戸恵子
与良正男

鈴木寛
鈴木恒夫

福島みずほ
露木順一
駒崎弘樹

     山本繁
　岩淵弘樹

ーどっかの誰かが勝手に作った、
　　　　　　　　　そんな社会に生きてて満足？ー

格差時代の夜明け前
若者漂流時代をどう生きる？

http://katariba.net/otokata/special/
↑本イベントは登録制となっております。上記URLより参加申し込みを行ってください。

(事前登録されていない場合、当日、ご入場いただけない場合がございます）　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

いったい何が起こせるだろう？
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●宮台真司 首都大学東京教授

1959年3月3日宮城県仙台市生まれ。
首都大学東京教授。東京大学大学
院博士課程修了。社会学博士。テ
レクラ、援助交際、オウム問題、郊
外、専業主婦、少年犯罪、学級崩
壊、盗聴法など、現在まで多くの分
野で発言を行い、改革プログラムな
どにも参加。近年は「ソーシャルデ
ザイン」の観点から、社会設計を行
うエリートの必要性を説く。

●廣岡守穂 中央大学教授

1951年生まれ。中央大学法学部教授。専
攻は政治学だが、現代日本の社会現象
に幅広い関心を持っている。NPO型インタ
ーネット新聞JANJAN編集委員。2005年4
月より2年間、佐賀県立女性センター・ア
バンセ館長を兼任。元NPO推進ネット理
事長。著書『男だって子育て』（岩波新書）
『父親であることは哀しくも面白い』（講談
社）『近代日本の心象風景』（木鐸社）ほ
か多数。1990年ベストメン賞受賞。

●早野透 朝日新聞コラムニスト

朝日新聞コラムニスト。長く
政治記者をつとめる。現在、
朝日新聞にコラム「ポリテイ
カにっぽん」を月１回掲載。
日刊スポーツに毎週日曜日
のコラム「政治の時間」を連
載。著書に「田中角栄と戦
後の精神」「日本政治の決
算」「政治家の本棚」など。

●山田厚史 朝日新聞

現在、テレビはCS放送
の朝陽ニュースターの
「パックインジャーナル」
でコメンテーター雑誌は
「ＡＥＲＡ」でコラム「山田
厚史の特ダネ記者魂」
「ガバナンス」（ぎょうせ
い出版）で「山田厚史の
経済現論」など

TBSテレビ
シニアコメンテーター●川戸恵子

ＴＢＳテレビ　シニアコメンテ
－タ－。ニュ－スキャスタ－、
政治部記者を経て現在は
「みのもんた朝スバッ」でコメ
ンテ－タ－。ＣＳ放送ＴＢＳニ
ュ－スバ－ド「国会トーク・フ
ロントライン」でプロデューサ
ー兼司会者。

●与良正男 毎日新聞論説委員

1981年、毎日新聞社入社。中部本社報道部から
89年東京本社政治部。官邸、自民党、野党、外
務省各担当キャップ、政治部デスクを経て、04
年から現職。毎日新聞の社説や週一回のコラム
(発信箱)などを担当。現在、早稲田大学大学院
公共経営研究科客員教授。21世紀臨調運営委
員。ＴＢＳテレビ「みのもんたの朝ズバッ！」「サン
デーモーニング」、大阪・毎日放送「ちちんぷい
ぷい」などでコメンテーター。近著に「与良政談」
（毎日新聞社）　51歳。

●駒崎弘樹 NPOフローレンス代表

1979年 9月18日、東京都江東区生まれ。99年慶応
義塾大学総合政策学部入学。学生ITベンチャー経
営者として、様々な技術を事業化。同大卒業後、ベ
ビーシッターをしている母親から、こどもが熱を出し
仕事を休んだことで解雇されたお客さんの話を聞き
、この保育業界最大の難問「病児保育問題」を知る。
自身が近所のベテランママ『松永さん』に3歳まで預
けられていた経験から、松永さんに象徴される「地
域が支える子育て」が消失してしまった社会に ショ
ックを受ける。「地域の力によって病児保育問

●吉田俊実
専門は英文学、言説分析、メ
ディア批評など。「メディアの
危機を訴える市民ネットワー
ク」事務局メンバー。『東京新
聞』紙面批評「新聞を読んで」
担当（'08年7月～'09年6
月）CS放送の朝日ニュースタ
ー「パックインジャーナル」コメ
ンテーター

東京工科大学教授

●露木順一
1955年生まれ。1979年東京大学
教育学部卒業。同年記者として
NHK入社。1993年同社退社。同
年梶山静六事務所政策顧問就任。
1998年開成町長就任。現在第3
期目。総務省『地方の活性化とユ
ビキタスネット社会に関する懇親
会』、内閣府『地方分権改革推進
委員会』メンバー。

パネリスト

●山口二郎 北海道大学法学部教授

1958年岡山市生まれ。1981年東京大学法学部卒
業。東京大学助手、北海道大学助教授をへて
1993年より北海道大学教授。専攻は、政治学、
行政学。新聞、雑誌などで政治批評を積極的に
執筆。現在、東京新聞、週刊東洋経済、週刊金
曜日などで連載を持っている。NHKスペシャ
ル、NHK日曜討論、TV朝日「朝まで生テレビ」な
どに出演。若者に対して私が言いたいことは、近
著『若者のための政治マニュアル』(講談社現代
新書、2008年)にすべて書いてあります。

民主党参議院議員

参議院議員　東京大学法学部卒業後、通
産省入省。慶應義塾大学SFC助教授を
経て、2001年参院選初当選。(東京選挙
区）。2007年再選を果たす。党NC文部科
学大臣、医療改革PT副座長、参議院「政
治倫理の確立及び選挙制度に関する特
別委員会」委員長などを歴任。現在、参
議院文教科学委員会理事、民主党東京
都総支部連合会幹事長、民主党政調副
会長。超党派医療現場の危機打開と

再建をめざす議連　幹事長。現場からの医療改革推進協議会
事務総長。中央大学客員教授、東京大学医科学研究所客員
研究員など。著書に「先生復活　にっぽんの先生を再生する」
「土曜学校へようこそ」「子育てキャッチボール　ボールひとつ
から始まる教育再生」「コミュニティ・スクール構想」「中学改造　
学校には何ができて、何ができないのか」「ボランタリー経済の
誕生」「中央省庁の政策形成過程」「情報編集力―ネット社会を
生き抜くチカラ」など。

●鈴木恒夫
衆議院議員（神奈川７区　当選６
回）1963年 早稲田大学第一政経学部
卒業後、毎日新聞東京本社入社。政
治部記者として15年勤務。1977年 新
自由クラブ代表河野洋平衆議院議員
秘書。1983 年自治大臣秘書官。1986
年 衆議院議員当選（新自由クラブ）同
年 新自由党クラブの解党により、自
由民主党へ入党。文部政務次官、党
総裁秘書役、環境政務次官、党環境
部会長、衆議院文教委員長、文部総括政務次官、党政務調査会

副会長、党組織本部長代理、衆議院議院運営委員会理事、
衆議院政治倫理の確立及び公職選挙法改正に関する特別
委員長、衆議院文部科学委員会理事、衆議院教育基本法
に関する特別委員会理事、衆議院文部科学委員、文部科学
大臣などを務め、2008年より衆議院予算委員会理 事。著書
に「永田町解体新書」、「国権・金権・官権＝私蔵 永田町メ
モ」、「連立政権３１０日」「二人の改革派」など

　自民党衆議院議員　
　前文部科学大臣 ●福島みずほ　社民党参議院議員・党首 

1980年　東京大学法学部卒業　
1987年　弁護士登録。第2東京弁
護士会所属　弁護士として夫婦別
姓選択制、婚外子差別、外国人差
別、セクシャル・ハラスメントなどに
取り組む。日弁連両性の平等に関
する委員会委員、川崎市男女平等
推進協議会会長、東京都エイズ専
門家会議委員などを歴任。1998年
7月　社会民主党から参議院比例

第1位で当選。国会では、環境・人権・女性・平和を4
本柱に据え幅広く活動中。最近では名古屋刑務所
の受刑者への暴行事件、超党派で成立させたドメス
ティック・バイオレンス防止法や、児童虐待防止法
の改正に積極的に取り組んでいる。

●鈴木寛

 神奈川県開成町　町長

題を解決し、育児と仕事を両立するのが当然の社会をつくれまいか」と考
え、ITベンチャーを共同経営者に譲渡。退社し、「フローレンス・プロジェク
ト」を学生時代の後輩と共にスタート。04年内閣府のNPO(特定非営利活
動法人)認証を取得、代表理事に。05年4月から江東区・中央区にて全国
初の「保険型病児保育サポートシステム」である『フローレンスパック』を
スタート。2008年12月より東京23区の働く家庭をサポートしている。その
他、最近では、フジテレビ　「忘文」　テレビ東京 カンブリア宮殿「世界を
救う社会起業家たち！」 など出演している。著書に『「社会を変える」を仕
事にする』（英治出版）など。

●寺脇研＊＊＊＊＊＊＊＊＊
昭和27（1952）年7月13日福岡県生まれ。55歳。昭和50（1975）年3月東京大学法学部 卒業。同年4月文部
省（当時）入省。 政策課長、大臣官房審議官（生涯学習政策担当）、文化庁文化部長などを歴任。 平成 
18（2006）年11月退官。現在京都造形芸術大学教授、映画評論家、NPO教育支援協会チーフ・コーディネ
ーター。高校時代 から「キネマ旬報」誌に映画評を投稿、若い読者の投稿欄の常連であった。 ７５年から
はさまざまな映画雑誌に求められ執筆するようになり、現在もさまざまなメディアに映画評を書く。 著書に
『格差時代を生きぬく教育』（ユビキタ・スタジオ）、『それでも、ゆとり教育は間違っていない』（扶桑社）、『さ
らばゆとり教育』（光文社）『官僚批判 』 （講談社）、『憲法ってこういうものだったのか！』（姜尚中と共著　
ユビキタ ・スタジオ）など。大阪の毎日放送情報番組「ちちんぷいぷい」コメンテーター

コーディネーター

●岩淵弘樹 映画『遭難フリーター』
監督・主演

1983年宮城県生まれ。東北芸
術工科大学映像コース在学中
に制作した、『いのちについて』
がショートショートフィルムフェス
ティバルアジア2004に入選。出
版社への内定が決まっていたも
のの、単位が足りず留年し職を
失う。05年卒業後、埼玉県の工
場で派遣社員として働く。その
生活を記録した映画『遭難

フリーター』が、山形国際ドキュメンタリー映画祭
2007ニュードックスジャパンに招待され、各地で
の上映が続いている。現在は映画『遭難フリー
ター』の一般公開を控え都内に在住、派遣社員
として働いている。 

一般パネリスト

●山本繁 NPOコトバノアトリエ代表　

慶応義塾大学卒業後、NPOコトバ　
ノアトリエを設立。約4年間のボラン
ティア活動を経て、事業型NPO（社
会的企業）へ組織転換。以後、ニー
トやひきこもりの若者 しか入学でき
ない「神保町小説アカデミー」や、ニ
ートのためのインターネットラジオ局
「オールニートニッポン」、漫画家志
望の若者に格安で住居を提供する 
「トキワ荘プロジェクト」を立ち上

げる。格差が広がっても、若者たちが「もっと挑戦した
い！」と思える社会環境の創造に取り組んでいる。2007
年2月、社会起業家ビジネスプランコンテスト「STYLE 
4th」優秀賞受賞。2009年3月、「日本中退予防研究所」設

立予定。初年次教育学会会員。 最近ではNHK総合「クロ
ーズアップ現代」、NHKラジオ「ラジオ井戸端会議」、朝日
新聞「 人」欄、リクルート「R25」、AERA「2009年「100人の
予言」など多数出演してる。

●天野恵

●今村亮 住宅ローンに追われる製造業
26歳営業マン　

●石坂奈都季 特定非営利法人NPOカタリバ
　/首都大学東京３年生　

●中村奈津
特定非営利法人NPOカタリバ
　/ 十文字学園女子大学３年
生　

バツイチアラサーサラリーマン　
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